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所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

農業委員会事務局 農用地利用集積事業 現状のまま継続 制度について、広報活動により啓発を行う。

農業委員会事務局 年金・相談活動事業 現状のまま継続

平成24年度中に台帳システムのデータ整備が完了予定。
（紙ベースによる農家台帳53冊・27,505筆の農地をシステム化することによ
り、農地の所有者・利用状況の把握等を管理し、検索・帳票化を容易にす
ること等効率化が図れる。また、今後地図情報システムを構築し連携するこ
とにより更なる効率化を図りたい。）

平成24年度
二次対象事業

農業委員会事務局 農業委員会運営事務 現状のまま継続 研修等を実施し、公正・公明な委員会の運営に努める。

農業委員会事務局 農業委員会事務局運営事務 現状のまま継続
各種申請書をホームページからダウンロード出来るようにするなど、ホーム
ページの拡充による証明取扱業務のサービス向上を行う。

農業委員会事務局 農地適正管理システム構築事業 現状のまま継続
農地基本台帳システムのデータ管理及び地図情報システムの構築・連携
を行う。

事務事業総点検に係る対応方針 農業委員会事務局
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